
華
夷
観
念
の
変
容

日

原
　
利
　
國

　
　
　
貴
州
省
の
西
境
に
未
開
部
族
の
小
国
が
あ
っ
た
。
『
史
記
険
に
よ
る
と
西
南
夷
の
一
種
で
、
そ
の
名
は
夜
郎
国
。
漢
の
版
図
の
広
大
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず

　
　
こ
と
を
知
る
よ
し
も
な
く
、
武
帝
の
さ
し
む
け
た
使
者
に
「
漢
は
我
が
大
な
る
に
慮
れ
ぞ
」
と
胸
を
張
っ
た
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
「
夜
郎

　
　
自
大
」
で
あ
る
。

　
　
　
夜
郎
国
で
も
そ
う
な
ら
ば
、
長
い
優
れ
た
文
化
の
伝
統
を
も
つ
中
国
人
が
、
強
い
自
尊
心
を
い
だ
く
に
い
た
る
の
は
、
自
然
の
趨
勢
で

　
　
あ
ろ
う
。
自
国
の
文
化
の
優
越
性
に
対
す
る
強
烈
な
自
負
と
自
信
は
、
す
で
に
古
代
に
お
い
て
は
ぐ
く
ま
れ
、
そ
れ
は
中
華
意
識
と
呼
ぼ

　
　
れ
る
。
天
下
に
お
い
て
、
文
化
的
に
は
も
っ
と
も
卓
越
し
た
、
地
理
的
に
は
中
央
の
地
、
と
の
務
侍
で
あ
る
。
類
似
の
考
え
は
古
代
の
バ

　
　
ビ
ロ
ニ
ヤ
、
ユ
ジ
プ
ト
、
イ
ン
ド
な
ど
に
も
見
出
さ
れ
る
。
が
、
そ
れ
ら
と
中
華
意
識
と
の
違
い
の
一
つ
は
、
徳
治
主
義
の
介
在
と
さ
れ

　
　
る
。
中
国
の
天
子
の
徳
は
四
方
に
波
及
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
「
傅
天
の
下
、
王
土
に
非
ざ
る
多
く
」
（
『
詩
経
』
北
風
）
、
よ
く
仁
政
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

　
　
え
ぽ
僻
遠
の
夷
秋
も
「
遠
し
と
し
て
届
ら
ざ
る
無
く
」
（
『
尚
書
』
大
禺
護
）
、
「
日
月
の
照
ら
す
所
、
従
い
服
せ
ざ
る
饗
し
」
（
『
史
記
』
五
帝

　
　
本
紀
）
。

　
　
　
　
　
　
　
し
た
が

　
　
　
「
蛮
夷
が
率
い
服
し
」
「
百
獣
も
率
い
舞
う
」
（
『
尚
書
』
舜
典
）
王
道
国
家
は
、
中
華
思
想
の
極
致
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
「
四
海
を
以
て
家
と
為
す
」
を
理
想
の
姿
と
す
る
漢
民
族
に
は
、
異
族
を
排
斥
し
黒
帯
を
峻
毒
す
る
観
念
は
、
も
と
も
と
稀
薄
だ
っ
た

　
　
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
を
春
秋
時
代
に
と
る
な
ら
ば
、
五
覇
の
一
人
に
か
ぞ
え
ら
れ
る
晋
の
文
公
は
、
長
秋
の
女
性
の
生
ん
だ
子
で
あ
っ
た
。

餅
す
な
わ
ち
並
．
の
王
位
継
承
争
い
に
奏
す
る
、
献
公
の
五
人
の
公
子
の
う
ち
、
世
子
回
生
の
母
は
藝
（
籍
公
の
娘
）
。
璽
斉
を
生
ん

1　
　
　
　
　
　
華
夷
観
念
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
七
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八

だ
駿
姫
は
“
国
色
”
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
美
貌
な
が
ら
麗
戎
の
女
性
。
卓
子
の
母
は
醗
姫
の
妹
。
重
耳
（
後
の
晋
文
事
）
の
母
は
大
漁
子
。

夷
蕃
（
後
の
晋
恵
公
）
の
母
は
小
戎
子
、
と
も
に
蓼
の
狐
氏
の
女
性
で
あ
る
。
つ
ま
り
世
子
申
生
を
生
ん
だ
斉
姜
以
外
の
四
人
の
女
性
は

こ
と
ご
と
く
車
室
の
出
身
で
あ
り
、
こ
れ
は
晋
献
公
が
と
く
に
夷
曲
趣
味
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
周
の
天
子
嚢
王
も
覆
か
ら
皇

后
を
迎
え
て
お
り
、
狭
霧
と
称
さ
れ
て
い
る
。
異
民
族
と
の
通
婚
、
そ
れ
も
夷
心
と
さ
れ
る
女
性
と
定
額
の
契
を
結
ぶ
こ
と
に
抵
抗
感
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う

　
こ
の
よ
う
な
通
婚
を
も
忌
ま
な
い
開
放
的
な
世
界
主
義
は
、
漢
民
族
の
優
位
の
も
と
に
、
そ
の
文
化
が
順
調
に
四
方
へ
波
及
し
、
「
鑛

け
い
へ
き
よ
う

京
心
々
、
西
よ
り
し
東
よ
り
し
、
r
南
よ
り
し
北
よ
り
し
、
思
い
で
服
せ
ざ
る
無
し
、
皇
王
は
蒸
な
る
か
な
」
（
『
詩
経
』
文
王
有
声
）
、
こ
う

い
う
状
況
の
と
き
に
発
揮
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
国
文
化
の
卓
絶
を
認
め
、
そ
れ
を
教
養
と
し
て
学
び
、
王
道
思
想
の
実

現
に
努
め
る
な
ら
ぽ
、
た
と
い
詩
歌
で
も
華
夏
と
し
て
遇
さ
れ
る
の
は
、
上
古
か
ら
の
伝
統
で
さ
え
あ
る
。
「
舜
は
…
…
東
夷
の
人
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
と

文
王
は
…
…
西
夷
の
人
な
り
。
…
…
志
を
得
て
中
国
に
行
う
こ
と
、
符
節
を
合
す
る
が
若
し
。
先
聖
と
後
聖
と
、
そ
の
揆
は
一
な
り
」

（『

ﾐ
子
』
離
婁
下
）
、
王
道
の
実
践
者
な
ら
ば
、
出
身
が
早
秋
で
あ
ろ
う
と
も
華
夏
と
認
め
、
聖
人
と
し
て
の
称
賛
を
も
惜
し
ま
な
い
。

　
し
か
し
、
中
国
の
天
子
が
常
に
必
ず
仁
徳
の
政
治
を
行
う
わ
け
で
な
く
、
四
方
の
諸
国
も
常
に
必
ず
中
国
に
慕
化
朝
貢
す
る
と
は
限
ら

な
い
。
王
畿
（
方
千
里
）
の
地
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
外
に
方
五
百
里
ご
と
に
旬
服
・
侯
服
・
緩
服
・
要
服
・
平
服
の
五
宮
（
『
尚
書
』

益
稜
）
、
あ
る
い
は
侯
服
・
旬
服
・
男
面
・
采
服
・
衛
服
・
蛮
服
・
夷
服
・
乱
軍
・
藩
服
の
品
形
（
『
尚
書
』
康
誰
）
を
配
す
る
の
は
、
天
子

を
中
心
に
し
て
そ
の
威
光
が
し
だ
い
に
外
遠
に
及
ぶ
と
す
る
、
中
華
主
義
の
世
界
観
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
四
方
の
諸
地
域
が
常
に
そ
の
状

態
を
よ
し
と
し
て
階
層
的
支
配
に
甘
ん
じ
、
そ
の
卓
越
し
た
文
化
に
浴
す
る
の
を
光
栄
と
考
え
る
は
ず
が
な
い
。

　
夷
秋
の
中
に
は
「
中
国
と
敵
す
る
」
ほ
ど
の
強
大
国
が
出
現
す
る
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
し
、
韮
夏
中
心
の
世
界
秩
序
に
反
発
し
、
み

ず
か
ら
を
「
天
地
の
生
ず
る
所
、
日
月
の
置
く
所
な
る
、
勾
奴
の
大
単
干
」
（
『
史
記
』
飼
奴
伝
）
と
位
置
づ
け
て
、
尊
大
に
構
え
る
者
も

現
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
帰
服
せ
ず
朝
貢
し
な
い
の
み
か
、
反
抗
し
て
華
夏
の
雅
持
を
傷
つ
け
か
ね
な
い
。
「
夜
郎
自
大
」
も
自
尊
心
を
傷



つ
け
ら
れ
れ
ば
怒
る
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
客
将
を
侮
蔑
し
、
攻
撃
の
矛
先
を
向
け
よ
う
も
の
な
ら
、
誇
り
高
き
中
華
意
識
は
猛
然
と
憤
激

す
る
。
も
と
も
と
異
民
族
に
対
し
て
寛
容
で
、
夷
秋
と
の
通
婚
さ
え
忌
ま
な
い
漢
民
族
も
が
ぜ
ん
排
他
的
と
な
り
、
武
力
に
う
っ
た
え
て

鷹
懲
せ
よ
と
意
気
ご
み
、
夷
秋
　
撃
つ
べ
し
、
の
飾
罫
論
が
沸
騰
す
る
。
篠
懸
は
文
化
的
に
卓
越
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
軍
事
力
に
お

い
て
も
夷
秋
を
圧
倒
す
る
強
大
国
で
あ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
だ
が
中
国
の
武
力
が
劣
勢
で
夷
秋
の
侵
攻
に
た
え
ら
れ
な
い
と
き
、
ま
た

危
機
や
動
乱
の
時
代
に
は
、
撰
夷
論
は
屈
折
し
、
憤
怒
は
鐙
積
し
か
ね
な
い
。

　
さ
ま
ざ
ま
の
状
況
で
の
夷
秋
論
は
し
だ
い
に
集
約
さ
れ
整
理
さ
れ
る
。
あ
ま
た
の
主
張
を
溶
解
し
て
、
い
わ
ぽ
理
論
的
な
完
成
体
へ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

近
づ
い
て
い
く
。
そ
の
最
初
の
試
み
が
『
公
謬
伝
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
、
か
と
思
わ
れ
る
。
『
公
羊
伝
』
の
夷
秋
思
は
、
戦
国
時
代

の
あ
ま
た
の
論
議
を
濾
過
し
た
、
儒
家
の
一
つ
の
解
答
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
で
は
『
公
羊
伝
』
の
華
夷
観
念
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

ま
ず
、
こ
れ
に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

×
　
　
×
　
　
×
　
　
×
　
　
×
　
　
×
　
　
×

　
　
　
基
本
的
な
立
場
の
問
題
で
あ
る
が
、
『
公
羊
伝
』
は
華
と
夷
を
分
か
つ
基
準
を
文
化
的
な
優
劣
に
お
く
。
1
秦
（
夷
秋
）
は
「
嫡
の

　
　
名
を
匿
す
」
嫡
庶
の
別
が
な
く
勇
猛
な
者
を
選
ん
で
後
継
者
と
す
る
（
昭
公
五
年
）
、
夷
秋
の
君
の
介
葛
盧
や
白
秋
は
「
朝
す
る
能
わ
ず
」

　
　
升
降
櫛
歯
の
礼
を
な
し
え
な
い
（
僖
公
二
十
九
年
、
嚢
公
十
八
年
）
、
と
蔑
視
す
る
。
こ
れ
は
習
俗
・
礼
制
の
違
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
戎
は

　
　
衆
な
れ
ど
も
義
な
し
」
（
荘
公
二
十
四
年
）
、
「
楚
は
夷
国
に
し
て
、
異
な
れ
ど
も
風
な
し
」
（
僖
公
二
十
一
年
目
と
損
斥
す
る
。
こ
れ
は
道
義

　
　
性
の
問
題
で
あ
る
。
呉
は
伯
菖
の
戦
で
宿
敵
の
如
意
を
破
っ
て
大
勝
し
、
楚
の
王
宮
に
攻
め
入
っ
て
「
〔
呉
の
〕
窟
は
〔
楚
の
〕
君
の
室

　
　
に
舎
し
、
大
夫
は
大
夫
の
室
に
舎
す
、
蓋
し
楚
王
の
母
を
妻
と
す
る
も
の
あ
り
」
（
定
公
四
年
）
と
、
そ
の
淫
乱
無
道
を
唾
棄
す
る
。
呉
一

　
　
楚
の
君
臣
に
と
っ
て
は
勝
敗
の
常
、
お
そ
ら
く
習
俗
的
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
公
羊
氏
は
そ
れ
を
夷
秋
の
醜
悪
、
人
倫
に
も
と

09

@
る
狸
雑
と
罵
る
の
で
あ
る
。

12　
　
　
　
　
　
華
夷
観
念
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
九
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夷
秋
を
差
励
す
る
こ
れ
ら
の
事
柄
は
、
い
ず
れ
も
道
義
の
有
無
、
習
俗
や
制
度
の
相
違
で
あ
り
、
い
う
な
れ
ば
文
化
的
な
概
念
で
あ
る
。

「
戎
は
禽
獣
な
り
」
（
『
左
伝
』
襲
公
四
年
）
と
か
、
「
戎
秋
は
豹
狼
な
り
」
（
『
左
伝
』
閲
公
元
年
）
と
い
っ
た
辛
辣
な
言
葉
は
な
く
、
華
商
の

別
を
根
源
的
な
血
液
の
違
い
、
人
と
禽
獣
の
差
と
す
る
記
述
は
、
『
公
書
伝
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
『
左
伝
』
に
よ
る
と
、
晋
の
萢
宣
子
の

詰
責
に
あ
っ
た
、
戎
子
の
駒
支
は
、
「
我
が
諸
戎
は
、
飲
食
衣
服
、
華
と
同
じ
か
ら
ず
、
賛
幣
　
通
ぜ
ず
、
言
語
　
達
せ
ず
、
云
々
」
（
嚢
公

十
四
年
）
と
反
論
し
て
い
る
。
戎
と
晋
と
の
間
に
、
飲
食
・
衣
服
・
賛
幣
・
言
語
な
ど
共
通
で
な
い
部
分
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
想
像
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
い
れ
ず
み

た
く
な
い
。
『
論
語
』
に
も
夷
狭
の
習
俗
を
「
髪
を
被
り
柾
を
左
に
す
」
（
憲
問
）
と
言
い
、
『
穀
挙
世
』
に
も
「
髪
を
祝
ち
、
身
に
達
す
」

（
哀
公
十
三
年
）
と
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
差
異
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
『
公
羊
伝
』
が
夷
秋
視
す
る
国
々
に
す
べ
て
推
し
当

て
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
、
速
断
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
文
化
の
相
違
で
あ
る
。
と
く
に
『
公
羊
伝
』
に
お
い
て
は
、

華
と
夷
の
差
別
は
文
化
的
な
優
劣
に
限
ら
れ
、
人
と
禽
獣
の
隔
絶
と
い
っ
た
観
念
は
全
く
な
い
。

　
中
国
は
文
化
的
に
も
っ
と
も
卓
越
し
て
い
る
と
の
自
負
は
、
『
戦
国
策
』
（
趙
策
）
に
も
「
中
国
は
、
聡
明
叡
知
の
居
る
所
な
り
、
万
物

財
用
の
聚
ま
る
所
な
り
、
賢
聖
の
教
う
る
所
な
り
、
仁
義
の
施
す
所
な
り
、
詩
書
礼
楽
の
用
う
る
所
な
り
、
異
極
技
芸
の
試
す
瞬
な
り
、

遠
方
の
観
赴
す
る
所
な
り
、
蛮
夷
の
義
行
す
る
所
な
り
」
と
説
か
れ
て
お
り
、
『
公
羊
伝
』
が
文
化
の
上
下
優
劣
に
よ
っ
て
華
夷
を
分
か

つ
の
は
、
当
時
の
通
念
、
あ
る
い
は
集
約
的
な
見
解
に
ち
が
い
な
く
、
後
世
の
伝
統
観
念
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
『
公
羊
伝
』
の
華
夷
論
を
講
成
す
る
重
要
な
要
因
は
、
お
よ
そ
次
の
三
点
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
受
容
の
論
理
で
あ
り
、
夷
秋
も

文
化
的
に
向
上
す
れ
ば
、
華
夏
社
会
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
る
用
意
の
あ
る
こ
と
。
奏
上
の
差
劉
が
文
化
の
高
低
に
よ
る
の
で
あ
れ
ば
、

二
世
も
「
進
化
」
向
上
す
れ
ば
、
華
夏
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
差
別
が
撤
廃
さ
れ
る
の
は
理
の
当
然
に
す
ぎ
な
い
も
の
の
、
『
公
羊
伝
』

の
ぼ
あ
い
、
そ
れ
は
や
は
り
徳
化
主
義
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
。
す
ぐ
れ
た
文
化
の
所
在
で
あ
る
上
襲
に
撮
れ
、
王
者
の
徳
教
を
慕
っ
て

来
朝
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
受
容
す
る
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。

　
た
と
え
ば
露
国
。
夷
秋
と
は
い
え
大
国
な
の
に
、
『
春
秋
』
の
荘
公
一
〇
年
（
前
六
八
四
）
に
「
荊
」
と
い
う
州
名
で
初
出
し
、
つ
い
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（
2
）

で
荘
公
一
四
年
に
も
、
一
六
年
に
も
現
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
荊
」
と
些
々
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
『
春
秋
』
の
筆
法
と
し
て
は
、
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
だ
卑
し
ん
だ
処
遇
で
あ
る
。
そ
れ
が
荘
公
二
三
年
に
は
「
荊
人
　
来
聰
す
」
と
記
さ
れ
、
『
公
羊
伝
』
は
「
荊
　
何
を
以
て
人
と
称
す

る
。
始
め
て
能
く
饗
す
れ
ぽ
な
り
」
と
説
く
。
夷
狭
と
い
え
ど
も
「
王
化
を
慕
い
、
聰
礼
を
修
め
て
、
正
朔
を
受
け
る
者
」
は
、
「
之
を

進
め
て
」
華
夏
に
迎
え
入
れ
る
用
意
の
あ
る
こ
と
を
示
し
た
筆
法
と
さ
れ
る
（
何
休
部
）
。
こ
の
後
、
楚
は
し
だ
い
に
「
進
化
し
て
」
、
僖

公
元
年
（
前
六
五
九
）
に
及
ん
で
「
楚
入
」
と
称
さ
れ
、
つ
い
に
文
公
九
年
（
前
六
一
八
）
椒
が
使
老
と
し
て
魯
に
来
聰
す
る
や
、
『
春

　
　
　
　
り
　
　
む

秋
』
は
「
楚
子
　
椒
を
し
て
来
質
せ
使
む
」
と
記
録
す
る
。
子
は
子
爵
。
『
春
秋
』
が
「
葭
子
」
と
爵
称
し
た
の
は
、
公
羊
氏
も
「
始
め

て
大
夫
有
る
な
り
」
と
伝
し
て
、
雨
池
の
諸
国
と
異
な
ら
な
い
礼
調
の
備
わ
っ
た
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

　
例
と
し
て
も
う
一
つ
呉
を
あ
げ
よ
う
。
当
時
楚
と
並
ん
で
夷
秋
の
う
ち
で
は
強
大
国
の
呉
が
、
中
国
諸
侯
と
交
渉
を
も
つ
の
は
、
楚
に

く
ら
べ
て
百
年
お
く
れ
、
『
春
秋
』
成
公
七
年
（
前
五
八
四
）
に
現
わ
れ
る
の
が
最
初
で
あ
る
。
以
後
「
漸
を
以
て
進
み
」
（
何
雪
辱
）
、
嚢

公
五
年
（
前
五
六
八
）
に
「
呉
人
」
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
、
つ
い
で
裏
公
一
二
年
に
、
呉
の
君
主
の
卒
去
が
初
め
て
記
録
さ
れ
る
。
嚢
公
二

　
　
　
　
り
　
　
む

九
年
に
「
呉
子
　
札
を
し
て
土
均
せ
窪
む
」
と
見
え
、
「
呉
子
」
と
爵
称
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
公
謬
伝
』
に
よ
る
と
、
「
季
子
（
季
札
）

を
賢
と
す
る
」
が
故
の
特
例
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
昭
公
二
三
年
（
前
五
一
九
）
に
は
『
公
羊
伝
』
も
、
「
呉
、
少
し
く
進
む
」
と
評
価
す

る
。
そ
れ
が
意
志
四
年
（
前
五
〇
六
）
に
い
た
る
と
、
「
夷
秋
な
れ
ど
も
中
国
を
憂
え
た
」
た
め
に
、
「
二
子
」
の
爵
称
が
与
え
ら
れ
、
つ

い
に
哀
公
＝
二
年
（
前
菜
八
二
）
の
黄
池
の
会
で
は
盟
主
の
地
位
に
立
ち
、
「
呉
　
是
に
在
れ
ば
、
則
ち
天
下
の
諸
侯
、
敢
て
至
ら
ざ
る
亡

き
」
に
ま
で
達
す
る
の
で
あ
る
。

　
呉
・
楚
は
、
当
時
屈
指
の
大
国
で
あ
る
が
、
小
国
で
も
赤
秋
の
別
種
の
灘
は
「
善
を
為
し
た
」
た
め
に
華
実
に
包
容
さ
れ
、
「
潴
子
」

と
爵
称
さ
れ
て
い
る
（
宣
公
一
五
年
）
。
以
上
の
ご
と
く
、
夷
秋
か
ら
孟
夏
に
上
昇
す
る
可
能
性
が
肯
定
さ
れ
、
事
実
、
中
国
社
会
に
迎
え

入
れ
ら
れ
、
「
夷
秋
、
進
ん
で
爵
に
至
っ
た
」
例
が
い
く
つ
か
数
え
ら
れ
る
。

　
『
公
羊
伝
』
の
華
夷
観
念
を
構
成
す
る
第
二
の
要
因
は
強
度
の
勧
戒
主
義
で
あ
る
。
礼
な
い
し
道
義
が
向
上
し
て
、
夷
秋
か
ら
華
夏
に

　
　
　
　
華
夷
観
念
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
一
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二

移
行
し
た
者
で
も
、
も
し
人
倫
に
も
と
る
不
塒
な
言
動
を
犯
せ
ば
、
容
赦
な
く
夷
秋
に
押
し
戻
す
。
例
を
呉
に
と
る
な
ら
ぽ
、
伯
菖
の

戦
（
定
公
四
年
）
で
「
呉
子
」
と
爵
称
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
楚
軍
を
破
っ
て
、
楚
の
王
宮
に
侵
入
し
て
、
楚
王
の
妻
を
奪
い
母
を
犯
し
、

淫
乱
を
は
た
ら
い
た
た
め
、
途
端
に
「
呉
」
と
疑
称
さ
れ
、
そ
の
狸
雑
を
痛
罵
さ
れ
る
。
『
公
直
伝
』
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
え

　
　
呉
　
何
を
以
て
子
（
爵
）
を
称
せ
ざ
る
。
夷
秋
に
反
れ
ば
な
り
。
〈
汗
馬
四
年
頃

そ
の
行
為
が
夷
秋
の
不
倫
に
逆
戻
り
し
た
た
め
の
販
価
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
勧
戒
主
義
は
中
国
の
諸
侯
を
も
例
外
と
し
な
い
。
華
夏
と
夷
秋
の
境
界
が
礼
の
高
下
に
あ
り
、
差
別
の
基
準
が
道
義
の
有
無
に
よ
る
も

の
な
ら
ば
、
理
論
的
に
は
、
華
墨
の
諸
国
と
い
え
ど
も
、
そ
の
言
動
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
夷
狭
に
突
ぎ
落
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る

わ
け
で
あ
る
。
『
春
秋
』
『
公
羊
伝
』
に
は
、
華
夏
が
夷
秋
に
既
降
さ
れ
た
実
例
が
少
な
か
ら
ず
見
え
、
勧
戒
は
む
し
ろ
華
商
を
主
た
る
対

象
と
し
て
い
る
か
の
感
さ
え
あ
る
。

　
た
と
え
ば
徐
国
i
王
者
の
後
蕎
の
杷
国
は
「
先
聖
の
法
度
の
存
す
る
所
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
脅
し
、
つ
い
に
攻
め
滅
ぼ
し
た
徐
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

「
悪
重
き
」
が
故
に
秋
と
疑
さ
れ
る
（
何
休
注
）
。
す
な
わ
ち
僖
公
十
五
年
に
「
聖
人
、
徐
を
婁
林
に
敗
る
」
と
記
録
さ
れ
、
「
徐
人
」
ま

た
は
「
徐
師
」
と
称
さ
れ
な
い
の
は
、
夷
秋
に
転
落
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
鄭
や
晋
を
も
厳
し
く
懲
戒
す
る
。
「
鄭
、
許
を
伐
つ
」
（
成
公
三
年
）
、
「
晋
、
鮮
虞
を
伐
つ
」
（
昭
公
十
二
年
）
の
筆
法
が
そ
れ
で
あ
る
。

－
一
－
鄭
の
嚢
公
は
今
秋
の
楚
と
心
を
同
じ
う
し
て
「
し
ば
し
ば
諸
夏
を
侵
黒
し
た
」
（
成
公
三
年
何
休
注
）
。
ま
た
晋
は
ま
ず
同
姓
の
国
（
鮮

虞
）
を
伐
っ
て
「
威
を
立
て
覇
を
行
な
わ
ん
と
し
た
」
（
昭
公
十
二
年
何
休
注
）
。
そ
れ
故
「
鄭
伯
」
「
晋
侯
」
と
爵
称
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

あ
え
て
「
鄭
」
「
晋
」
と
記
し
て
、
「
夷
秋
の
号
を
作
し
た
」
の
で
あ
る
。

　
ま
た
亡
父
の
戦
（
昭
公
二
三
年
）
の
記
録
に
当
っ
て
、
　
『
春
秋
』
が
「
呉
は
頓
・
翻
・
沈
・
票
・
陳
・
許
の
師
を
難
点
に
敗
る
」
と
書

き
、
「
中
国
を
し
て
之
に
主
た
ら
使
め
ざ
る
」
表
現
に
し
た
の
は
、

　
　
中
国
も
亦
た
新
た
に
夷
秋
な
れ
ば
な
り
。
〈
昭
公
二
三
年
〉



　
　
何
休
も
「
中
国
の
夷
狭
に
異
な
る
所
以
は
、
其
の
能
く
尊
尊
を
以
て
な
り
。
王
室
　
煮
る
る
も
肯
て
救
う
も
の
莫
く
、
君
臣
上
下
　
壊
敗

　
　
し
、
亦
た
新
た
に
夷
秋
の
行
い
有
り
。
故
に
之
に
主
た
ら
使
め
ず
」
と
説
い
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
輔
翼
の
大
国
で
も
夷
秋
に
巻
縮
す
る
、
『
公
羊
伝
』
の
勧
戒
主
義
は
、
前
漢
の
公
羊
学
の
大
師
・
董
仲
母
の
祖
述
す
る

　
　
と
こ
ろ
と
な
り
、
後
聖
運
に
三
代
公
羊
学
を
集
大
成
し
た
何
休
に
も
踏
襲
さ
れ
る
。
董
仲
鐙
は
『
春
秋
繁
露
』
（
楚
筆
王
篇
）
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
　
　
　
　
　
　
に
く

　
　
　
　
『
春
秋
』
に
日
く
、
「
晋
、
鮮
虞
を
伐
つ
」
と
。
鍵
ぞ
晋
を
悪
ん
で
夷
狭
に
同
じ
う
す
る
や
。

　
　
　
と
設
問
し
て
、
礼
や
信
に
も
と
れ
ぽ
、
盟
主
国
の
晋
で
も
細
身
に
下
落
さ
れ
る
所
以
を
述
べ
、
ま
た
同
書
（
竹
林
篇
）
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
『
春
秋
』
に
日
く
、
「
鄭
、
許
を
伐
つ
」
と
。
異
ぞ
鄭
を
重
ん
で
之
を
夷
狭
と
す
る
や
。

　
　
と
設
問
し
て
、
衛
　
公
が
卒
し
て
喪
に
服
し
て
い
る
衛
国
を
侵
略
し
た
（
成
公
二
年
）
の
は
「
要
義
」
、
列
国
が
盟
約
を
か
わ
し
た
蜀
の

　
　
会
（
成
田
二
年
）
に
叛
い
て
許
国
を
攻
伐
し
た
の
は
「
無
信
」
、
こ
の
二
つ
の
「
大
悪
」
の
故
に
、
鄭
を
販
斥
し
て
夷
狭
と
し
た
の
だ
、
と

　
　
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
『
春
秋
』
の
「
晋
、
鮮
虞
を
伐
つ
」
に
も
、
「
鄭
、
許
を
伐
つ
」
に
も
、
公
羊
茂
は
伝
を
立
て
て
い
な
い
が
、
何
休
は
双
方
に
詳
し
い

　
　
注
解
を
施
し
、
そ
の
理
由
を
述
べ
て
、
「
故
に
之
を
秋
と
す
」
「
故
に
之
を
夷
秋
と
す
」
と
結
ん
で
い
る
。
一
般
に
は
、
衰
乱
か
ら
升
平
へ
、

　
　
さ
ら
に
太
平
へ
と
い
う
、
直
線
的
な
発
展
史
観
の
構
想
者
と
み
ら
れ
て
い
る
何
事
も
、
「
夷
曲
、
進
ん
で
爵
に
至
る
し
前
進
の
方
向
と
と

　
　
も
に
、
「
華
夏
、
既
せ
ら
れ
て
夷
秋
と
為
る
」
後
退
の
側
面
を
も
十
分
に
認
め
て
、
勧
戒
を
説
く
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
『
公
羊
伝
』
の
混
書
観
念
を
構
成
す
る
第
三
の
要
因
は
熾
烈
な
擁
夷
で
あ
る
。
『
論
語
』
（
憲
聞
）
に
は
、
孔
子
が
管
仲
の
功
績
を
た
た

　
　
え
た
、
有
名
な
問
答
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
管
仲
は
斉
の
桓
公
を
輔
佐
し
て
諸
侯
に
覇
た
ら
し
め
、
天
下
を
安
定
さ
せ
た
。
も
し
管
仲
が

　
　
お
ら
な
か
っ
た
な
ら
ぽ
、
中
国
は
夷
秋
の
侵
略
に
あ
っ
て
、
被
髪
左
裡
の
風
俗
を
強
い
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
と
孔
子
は
強
調
す
る
。

　
　
　
斉
の
桓
公
の
夷
秋
定
斎
の
功
を
『
公
無
量
』
も
高
く
評
価
す
る
。
『
春
秋
』
僖
公
四
年
の
「
楚
の
屈
完
、
来
た
り
て
師
に
盟
い
、
召
陵

㎜
に
盟
う
」
に
伝
し
て
、

1　
　
　
　
　
　
華
夷
観
念
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
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一
一
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
す

　
　
其
の
「
師
に
盟
い
、
押
割
に
懐
う
」
と
言
う
は
何
ぞ
。
師
　
召
陵
に
在
れ
ば
な
り
。
師
　
召
陵
に
在
れ
ば
、
則
ち
編
為
れ
ぞ
盟
を
無
言

　
　
す
る
や
。
楚
を
服
す
る
を
喜
べ
ば
な
り
。
何
ぞ
楚
を
服
す
る
を
喜
ぶ
と
言
う
や
。
楚
は
王
者
有
れ
ば
則
ち
後
に
服
し
、
王
老
無
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
　
　
ご
と

　
　
ぽ
則
ち
先
ず
叛
く
。
夷
秋
な
り
、
而
し
て
託
し
ぽ
中
国
を
病
ま
す
。
南
夷
と
北
秋
と
交
こ
も
し
、
中
国
は
絶
え
ざ
る
こ
と
綾
の
若
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
と
ご
と
　
　
　

ふ
く

　
　
避
暑
　
中
国
を
救
い
て
夷
心
を
嬢
い
、
卒
く
荊
を
志
す
、
此
れ
を
以
て
王
老
の
事
と
為
す
な
り
。
其
の
「
来
た
り
て
」
と
言
う
は
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
ゆ
る

　
　
ぞ
。
桓
〔
公
〕
の
主
為
る
を
与
す
な
り
。

　
向
背
　
常
な
き
爾
夷
の
楚
が
し
き
り
に
中
国
を
攻
略
し
、
そ
れ
に
北
秋
の
侵
冠
も
あ
っ
て
、
中
国
は
「
絶
え
ざ
る
こ
と
綾
の
若
く
」
壊

滅
の
危
機
に
ひ
ん
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
桓
公
が
上
面
を
撃
流
し
て
中
国
を
救
っ
た
の
で
あ
る
。

　
桓
公
の
覇
老
と
し
て
の
地
位
は
、
ふ
つ
う
に
は
葵
丘
の
会
盟
（
僖
公
九
年
、
四
六
五
一
）
で
確
立
し
た
と
さ
れ
る
（
『
左
伝
』
『
孟
子
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
る

『
史
記
』
）
。
し
か
し
『
公
羊
伝
』
は
、
こ
の
召
陵
の
会
盟
に
お
い
て
「
桓
の
主
為
る
を
与
す
」
と
言
っ
て
、
桓
公
に
盟
主
、
す
な
わ
ち
覇

老
た
る
の
地
位
と
栄
誉
を
承
認
す
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
「
楚
を
服
す
る
を
喜
ぶ
」
の
で
あ
る
。
何
休
の
注
に
も
、
書
風
の
功
徳
の
う
ち
「
楚

を
服
す
る
よ
り
大
な
る
は
莫
し
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
僖
公
四
年
）
。
「
諸
侯
の
義
、
漁
戸
す
る
を
得
ず
」
（
二
五
十
一
年
）
を
、
『
公
墨
金
』

は
く
春
秋
の
義
〉
と
説
く
。
天
子
の
命
を
受
け
ず
し
て
専
ら
討
伐
の
軍
を
起
こ
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
、
そ
れ
が
諸
侯
な
の
で
あ
っ
た
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
『
公
羊
雲
』
は
こ
こ
で
桓
公
の
「
専
討
」
を
非
難
し
な
い
の
み
か
、
「
伯
討
」
と
是
認
し
、
あ
ま
っ
さ
え
「
王
者
の
事
」

と
ま
で
称
揚
す
る
。
至
上
の
賛
辞
で
あ
る
。
卓
越
し
た
華
夏
社
会
の
防
衛
と
文
化
の
護
持
は
、
偉
大
な
王
者
の
事
業
に
ち
が
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
ご
と
　
　
　
　
ふ
く

桓
公
が
「
夷
独
を
擾
い
」
「
卒
く
荊
を
議
し
」
、
壊
滅
の
危
機
か
ら
「
中
国
を
救
っ
た
」
こ
と
は
、
絶
大
な
功
績
な
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ

で
、
夏
秋
の
侵
憲
が
華
夏
文
化
の
壊
滅
に
つ
な
が
る
も
の
な
ら
ば
、
侵
略
さ
れ
て
無
惨
な
破
壊
を
こ
う
む
っ
た
後
に
、
そ
の
撃
退
に
苦
慮

す
る
の
で
な
く
、
侵
攻
と
破
壊
の
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
危
惧
を
取
り
除
い
て
お
く
の
が
よ
り
賢
明
、
と
の
考
え
も
萌
す
で
あ
ろ
う
。

一
般
に
『
公
羊
伝
』
の
判
断
方
式
は
、
そ
の
危
険
性
の
あ
る
場
合
、
い
ま
だ
現
実
化
せ
ざ
る
の
時
に
、
「
微
細
を
未
然
に
絶
つ
」
の
を
最

善
と
す
る
。
魯
の
荘
公
の
済
西
の
役
が
賞
賛
さ
れ
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
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魯
の
荘
公
は
武
力
を
も
っ
て
戎
を
駆
逐
し
た
。
そ
の
戎
、
す
な
わ
ち
「
済
西
の
地
を
窺
っ
た
」
戎
は
、
魯
“
中
国
に
攻
め
入
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
だ
が
雨
冠
の
危
惧
を
察
知
し
た
荘
公
は
「
未
だ
然
ら
ざ
る
の
前
」
に
、
こ
れ
を
防
遇
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
『
春
秋
』

の
「
公
、
戎
を
済
西
に
追
う
」
に
伝
し
て
、
公
羊
氏
は
言
う
、

　
　
此
れ
未
だ
伐
つ
者
有
ら
ざ
る
に
、
其
の
「
追
う
」
と
言
う
は
何
ぞ
。
其
の
中
国
の
為
に
追
う
を
大
と
す
る
な
り
。
此
れ
未
だ
中
国
を

　
　
伐
つ
者
有
ら
ざ
る
に
、
則
ち
其
の
中
国
の
為
に
追
う
と
言
う
は
何
ぞ
。
其
の
未
だ
至
ら
ざ
る
に
予
め
之
を
禦
ぐ
を
大
と
す
る
な
り
。

　
　
〈
荘
公
十
八
年
〉

侵
憲
の
事
実
が
な
い
の
に
、
荘
公
は
軍
を
出
し
て
戎
を
蹴
散
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ね
に
仁
義
を
と
な
え
、
徳
治
を
標
榜
す
る
華
夏
の

し
わ
ざ
と
も
思
え
な
い
。
武
力
に
よ
る
筆
圧
が
魯
国
の
安
全
を
保
障
す
る
、
と
の
力
の
論
理
に
立
っ
た
、
威
た
け
だ
か
な
行
動
で
あ
る
。

し
か
る
に
『
公
羊
伝
』
は
、
荘
公
の
先
制
攻
撃
を
「
其
の
未
だ
至
ら
ざ
る
に
、
予
め
之
を
禦
ぐ
を
大
と
す
る
な
り
」
と
称
揚
す
る
。

　
い
っ
た
い
『
春
秋
』
『
公
羊
伝
』
は
、
戦
争
を
否
定
し
、
攻
伐
を
悪
と
す
る
。
「
徳
に
任
せ
ず
し
て
力
に
任
ず
る
」
を
卑
し
と
し
、
干
爽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

は
「
設
く
れ
ど
も
用
い
る
強
く
、
仁
義
以
て
之
を
服
す
る
」
を
善
し
と
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
あ
ま
た
の
戦
攻
侵
伐
が
「
春
秋
に
義
戦
な

し
」
と
、
こ
と
ご
と
く
否
定
さ
れ
る
。
だ
が
例
外
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
復
讐
の
た
め
の
戦
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
対
三
秋
戦
で
あ
る
。

力
に
よ
る
夷
秋
の
討
伐
は
、
仇
讐
へ
の
報
復
と
と
も
に
肯
定
す
る
。
む
し
ろ
推
称
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
　
　
ご
と

　
斉
の
桓
公
は
、
中
国
が
「
絶
え
ざ
る
こ
と
綾
の
若
き
」
存
立
の
危
機
を
救
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
功
徳
を
多
と
す
る
の
も
首
肯
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
わ

え
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
魯
の
荘
公
の
済
西
の
役
に
、
「
将
に
然
ら
ん
と
し
て
未
だ
形
れ
ざ
る
時
に
」
夷
秋
を
撃
退
し
た
と
し
て
、
と

り
わ
け
高
い
評
価
を
与
え
る
の
は
、
理
解
に
苦
し
む
。
夷
秋
な
ら
ば
ど
う
し
て
先
制
攻
撃
が
容
認
さ
れ
る
の
か
。
い
ま
だ
侵
憲
し
な
い
夷

秋
を
駆
逐
す
る
こ
と
が
、
な
に
ゆ
え
公
羊
氏
の
戦
争
観
に
抵
触
し
な
い
の
か
。
そ
れ
ほ
ど
に
夷
秋
は
憎
悪
す
べ
き
、
職
滅
す
べ
き
存
在
な

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
侵
憲
し
な
い
夷
秋
に
対
し
て
先
制
攻
撃
を
か
け
る
と
は
、
な
ん
と
無
法
で
過
酷
な
こ
と
か
。
「
其
の
未
だ
至
ら
ざ
る
に
予
め
之
を
禦
ぐ

　
　
　
　
華
夷
観
念
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
五
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折
口
愚
ず
研
究
　

晶
弟
五
冒
H
五
十
口
万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
六

を
大
と
す
る
し
と
は
、
卑
劣
な
奇
襲
の
是
認
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
爽
秋
で
あ
れ
ば
、
過
酷
な
態
度
も
免
罪
と
さ
れ
、
卑
劣
な
手
段
も
正
当

化
さ
れ
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
夷
秋
を
憎
悪
し
、
仇
敵
視
す
る
の
は
、
華
夏
の
軍
事
的
劣
勢
に
原
因
す
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
諸
夏
の
軍
事
力
は
夷
秋
の
強
勢
に
及
ぶ
べ
く
も
な
く
、
稀
な
、
あ
る
い
は
局
地
的
な
例
外
を
別
と
す
れ
ば
、
精
憬
な
夷
秋
と
交
戦
す
る

た
び
に
大
敗
を
喫
し
、
し
ば
し
ば
君
主
さ
え
捕
獲
さ
れ
る
惨
状
を
呈
し
た
。
軍
事
に
お
い
て
も
優
越
す
べ
き
は
ず
の
諸
夏
の
敗
北
、
そ
れ

は
痛
恨
の
極
み
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
し
て
や
惨
敗
の
果
て
の
君
主
の
生
獲
、
夷
国
へ
の
拉
致
は
、
た
え
が
た
い
屈
辱
で
あ
っ
た
。
敗
績
、

生
獲
が
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
と
も
、
事
実
で
あ
る
こ
と
の
承
認
を
『
公
羊
伝
』
は
あ
く
ま
で
忌
避
し
よ
う
と
す
る
。

　
隠
公
七
年
の
冬
、
天
子
の
使
者
と
し
て
魯
に
来
聰
し
た
凡
伯
が
、
戎
の
襲
撃
に
あ
っ
て
捕
え
ら
れ
拉
致
さ
れ
る
、
と
い
う
不
祥
事
が
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
い

き
に
。
こ
の
こ
と
を
『
春
秋
』
は
「
戎
、
凡
伯
を
楚
丘
に
伐
ち
て
以
て
帰
る
」
と
記
録
す
る
。
戎
に
捕
え
ら
れ
た
の
が
事
実
な
の
に
、

「
執
」
と
書
か
ず
に
、
あ
え
て
「
伐
」
の
字
を
用
い
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
る

　
　
夷
歎
の
中
国
を
執
う
る
を
与
さ
ざ
る
な
り
。

と
『
公
羊
伝
』
は
言
う
。

　
荘
公
十
年
、
夷
秋
の
荊
（
楚
）
が
察
の
軍
隊
を
撃
破
し
、
察
の
君
主
を
生
獲
し
て
連
れ
帰
っ
た
が
、
そ
れ
を
『
春
秋
』
に
「
荊
、
察
師

を
華
に
敗
り
、
察
垂
垂
舞
を
以
て
帰
る
」
と
書
き
、
こ
と
さ
ら
「
獲
」
の
字
を
用
い
な
い
の
も
、
『
公
経
伝
』
の
釈
義
に
よ
る
と
、

　
　
な
ん
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ら
　
　
　
　
　
ゆ
る

　
　
局
為
れ
ぞ
其
の
獲
と
言
わ
ざ
る
。
夷
秋
の
中
国
を
獲
う
る
を
与
さ
ざ
る
な
り
。

　
ま
た
僖
公
二
十
一
年
の
こ
と
、
諸
侯
が
程
に
会
し
た
折
、
宋
公
が
楚
子
に
蓄
え
ら
れ
た
。
楚
は
宋
公
を
人
質
に
し
て
宋
国
の
略
取
を
た

く
ら
ん
だ
の
で
あ
る
。
だ
が
『
春
秋
』
は
「
宋
公
・
七
子
・
陳
侯
・
察
侯
ら
覆
に
会
し
、
宋
公
を
執
え
て
以
て
宋
を
伐
つ
」
と
記
録
し
、

「
宋
公
を
執
え
た
」
の
が
、
夷
秋
の
青
立
で
あ
る
こ
と
を
、
避
け
て
言
わ
な
い
。
こ
の
書
法
も
『
公
羊
伝
』
は
、

　
　
渇
為
れ
ぞ
楚
子
之
を
執
う
と
言
わ
ざ
る
。
夷
秋
の
中
国
を
執
う
る
を
与
さ
ざ
る
な
り
。



と
説
く
。

（
以
上
、
定
稿
。
以
下
、
未
定
稿
）

　
　
　
戦
闘
で
の
敗
北
は
無
論
の
こ
と
、
君
主
ま
で
夷
秋
に
生
獲
さ
れ
る
劣
勢
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
く
、
僖
公
元
年
（
前
六
五
九
）
に
は
邪

　
　
国
が
、
つ
い
で
僖
公
二
年
に
里
国
が
「
秋
に
滅
ぼ
」
さ
れ
た
。
戦
閣
に
よ
る
征
服
と
支
配
の
意
志
に
も
え
る
楚
の
強
盛
ぶ
り
は
特
に
め
ざ

　
　
ま
し
く
、
「
中
国
　
絶
え
ざ
る
こ
と
綾
の
若
き
」
は
偽
ら
ざ
る
澄
清
で
あ
っ
た
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
武
力
面
に
お
け
る
格
段
の
劣
弱
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
か
つ
文
化
的
優
越
感
は
固
く
維
持
し
よ
う
と
す
る
。
む
し
ろ
戦

　
　
陣
に
お
け
る
相
つ
ぐ
敗
退
と
い
う
現
実
に
直
面
し
、
軍
事
的
劣
勢
を
思
い
知
ら
さ
れ
れ
ば
知
ら
さ
れ
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
文
化
に
お
い
て

　
　
は
優
越
す
る
と
の
意
識
を
か
き
た
て
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
　
そ
れ
ゆ
え
哀
公
十
三
年
（
前
四
八
二
）
諸
侯
が
黄
池
の
会
を
も
ち
、
圧
倒
的
に
優
勢
な
軍
事
力
を
誇
る
呉
が
盟
主
の
座
に
つ
い
た
と
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
さ

　
　
『
公
耐
量
』
も
「
呉
、
会
を
主
ど
る
」
と
言
っ
て
、
そ
の
事
実
を
記
し
な
が
ら
、
な
お
か
つ
意
識
と
し
て
は
、
あ
る
い
は
理
念
と
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
る

　
　
「
夷
秋
の
中
国
に
主
た
る
を
与
さ
ず
」
と
、
そ
の
覇
権
を
否
定
し
よ
う
と
し
た
。
事
実
に
反
発
し
た
、
中
華
意
識
の
異
常
な
燃
焼
を
示
し

　
　
て
、
『
春
秋
』
1
『
公
羊
伝
』
は
そ
の
理
念
史
を
閉
じ
る
わ
け
で
あ
る
。
軍
事
的
劣
勢
が
か
え
っ
て
華
夷
観
念
を
刺
戟
し
、
夷
秋
へ
の
憎

　
　
悪
と
侮
蔑
を
強
め
、
過
激
な
擁
夷
思
想
を
結
果
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
『
公
羊
伝
』
の
華
夷
観
を
構
成
す
る
、
こ
れ
ら
三
つ
の
要
因
の
う
ち
、
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
、
勧
戒
主
義
で
あ
ろ
う
。
も
し
人
倫

　
　
に
も
と
る
破
廉
恥
を
犯
せ
ば
、
ひ
と
た
び
受
容
し
た
夷
秋
を
押
し
戻
す
だ
け
で
な
く
、
も
と
も
と
華
夏
の
諸
国
で
も
夷
秋
に
既
降
す
る
と

　
　
い
う
。
な
に
ゆ
え
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
倫
理
が
華
夷
論
に
お
り
こ
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
考
え
ら
れ
る
の
は
、
当
時
の
社
会
国
家
の
現

　
　
実
か
ら
の
要
請
で
あ
る
。

　
　
　
『
春
秋
』
の
描
く
華
墨
諸
国
は
潰
乱
の
、
と
い
う
よ
り
自
滅
の
危
機
に
あ
っ
た
。
「
国
を
亡
ぼ
す
も
の
五
十
二
、
諸
侯
の
奔
走
し
て
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

脚
の
綾
を
保
つ
毒
ざ
る
考
定
げ
薮
う
票
ら
ざ
る
」
（
量
記
』
奎
公
雪
辱
）
の
争
乱
「
子
に
し
て
其
の
父
姦
し
、
臣
に
し

1
　
　
　
　
　
　
華
夷
観
念
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
＝
七
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二
一
八

て
其
の
君
を
斌
す
る
し
（
同
上
、
も
と
は
『
易
』
露
文
言
伝
）
惇
倫
、
道
義
の
腐
敗
と
秩
序
の
壊
乱
に
は
目
を
お
お
う
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の

情
況
に
お
け
る
、
華
夏
か
ら
夷
獄
へ
の
疑
価
と
い
う
勧
戒
は
、
大
き
な
意
義
を
に
な
う
。
華
夏
諸
国
に
対
し
て
、
侮
蔑
す
べ
き
〈
夷
秋
へ

の
疑
降
〉
を
鳴
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
惇
倫
を
規
正
し
、
争
乱
を
阻
止
し
よ
う
と
の
意
図
は
顕
著
で
あ
る
。
一
字
褒
疑
と
よ
ぼ
れ
る

『
春
秋
』
の
十
六
は
、
「
乱
臣
賊
子
を
催
れ
し
め
た
」
（
『
孟
子
』
膝
文
鼻
下
）
と
い
う
が
、
と
り
わ
け
華
夏
か
ら
野
田
へ
の
下
落
は
、
事
柄

が
具
体
的
な
だ
け
に
、
直
接
的
効
果
を
期
待
し
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
文
化
的
先
進
国
で
あ
り
、
道
義
の
所
在
で
あ
る
べ
き
華
夏
か

ら
、
野
鄙
と
侮
蔑
の
代
名
詞
で
あ
る
夷
秋
へ
の
転
落
は
、
は
な
は
だ
し
い
屈
辱
で
あ
る
だ
け
に
、
大
き
な
規
姫
君
を
持
ち
得
た
で
あ
ろ
う
。

少
な
く
と
も
『
公
羊
伝
』
は
大
き
な
規
制
力
を
期
待
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
し
か
ら
ば
『
公
南
鮮
』
は
、
な
に
ゆ
え
、
道
義
の
御
越
へ
の
警
鐘
と
し
て
、
夷
秋
を
利
用
し
た
の
か
。
考
え
ら
れ
る
一
つ
の
理
由
は
、

人
格
神
と
し
て
の
く
天
〉
の
観
念
の
稀
薄
な
こ
と
で
あ
る
。
「
天
道
」
「
天
命
」
と
い
う
熟
し
た
使
い
か
た
は
見
当
た
ら
な
い
。
総
じ
て

『
公
羊
伝
』
の
ぼ
あ
い
、
天
の
有
意
性
を
前
提
と
し
た
語
句
も
数
例
あ
る
に
は
あ
る
が
、
有
意
の
天
を
中
核
に
す
え
た
倫
理
、
た
と
え
ば

　
　
　
　
　
さ
い
わ
い
　
　
　
あ
し
き

「
天
道
は
善
に
平
し
て
淫
に
平
す
」
（
『
尚
書
』
湯
諮
）
、
「
神
は
仁
に
福
し
て
淫
に
偏
す
」
（
『
左
伝
』
着
雪
五
年
）
と
い
っ
た
こ
と
を
、
積
極
的
に

説
か
な
い
。
ま
た
天
の
配
剤
と
か
神
の
摂
理
と
い
っ
た
思
想
は
な
い
。
人
格
神
が
地
上
の
人
間
の
行
為
を
照
覧
し
、
天
謎
を
下
す
、
あ
る

い
は
華
夏
の
善
悪
を
評
定
す
る
、
と
い
う
視
角
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
絶
無
と
言
っ
て
よ
い
。
天
の
権
威
を
か
ら
ず
に
、
　
『
春
秋
』
じ
た
い

が
「
善
を
善
と
し
、
悪
を
悪
と
す
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
倫
理
の
源
泉
も
、
畿
刺
土
石
の
根
拠
も
、
す
べ
て
『
公
羊
伝
』

じ
た
い
の
中
に
措
定
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
る
ま
い
。

　
『
春
秋
』
1
『
公
羊
伝
』
は
、
天
神
に
よ
っ
て
人
の
倫
理
を
規
律
す
る
こ
と
を
し
な
い
。
ま
た
孟
子
の
ご
と
く
四
竃
説
や
性
善
論
を
展

開
し
て
、
道
徳
を
人
間
の
内
在
的
規
範
と
し
て
成
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
努
力
も
試
み
な
い
。
だ
が
内
に
神
を
持
た
な
い
も
の
は
、
外
に
悪

魔
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
聖
な
る
天
を
拒
否
し
た
『
公
羊
伝
』
は
、
呪
う
べ
き
悪
魔
と
し
て
夷
秋
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
天

の
意
志
に
の
っ
と
っ
て
善
を
行
な
え
、
の
立
場
を
選
ば
な
い
な
ら
ぽ
、
悪
魔
を
恐
れ
て
淫
悪
を
は
た
ら
く
な
、
と
訴
え
ざ
る
を
得
な
か
っ



た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
神
の
威
光
や
道
徳
律
を
力
説
す
る
よ
り
も
、
夷
狭
に
転
落
す
る
屈
辱
の
ほ
う
が
、
現
実
主
義
の
華
夏
民

族
に
は
迫
真
力
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
夷
狭
へ
の
画
聖
は
、
体
面
に
こ
だ
わ
り
外
的
堅
持
を
異
常
に
重
ん
ず
る
華
夏
諸
国
に
と
っ
て
、

屈
辱
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
効
果
は
測
り
し
れ
な
い
。

　
華
夏
の
対
極
は
必
ず
早
秋
で
あ
っ
た
。
華
夏
が
文
化
の
所
在
で
あ
り
、
道
義
性
の
高
い
誇
る
べ
き
世
界
と
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
夷
嘉

す
な
わ
ち
独
道
は
低
劣
に
し
て
醜
悪
、
反
価
値
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
華
夏
も
所
行
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
あ
の
晋
の
ご
と
き
、

諸
侯
の
会
盟
に
牛
耳
を
と
っ
た
屈
指
の
大
国
で
も
、
「
無
漏
」
「
非
道
」
を
犯
せ
ば
、
容
赦
な
く
夷
秋
に
財
降
さ
れ
る
。
不
断
に
財
価
の
警

鐘
を
鳴
ら
し
、
下
落
へ
の
緊
張
を
か
き
た
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
華
夏
諸
国
を
覚
醒
し
、
そ
の
言
動
を
規
制
す
る
。
道
義
再
建
の
た
め
の

起
動
と
し
て
、
夷
秋
を
有
効
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

×
　
　
×
　
　
×
　
　
×
　
　
X
　
　
×
　
　
×

　
　
　
漢
代
に
な
っ
て
大
々
的
に
夷
狭
論
が
展
開
さ
れ
た
そ
の
最
初
は
、
昭
帝
の
始
元
六
年
（
前
八
一
）
、
詔
り
に
よ
っ
て
召
集
さ
れ
た
幻
影
会

　
　
議
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
は
政
府
当
局
を
代
表
す
る
丞
相
・
御
史
と
、
民
間
有
識
者
と
も
い
う
べ
き
賢
良
・
文
学
と
が
、
塩
や
鉄
の
統

　
　
制
専
売
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
、
音
心
見
を
た
た
か
わ
し
た
討
論
集
会
で
あ
る
。

　
　
　
胸
章
の
専
売
は
、
伺
奴
戦
の
た
め
の
彪
大
な
軍
事
費
調
達
と
い
う
経
済
的
必
要
か
ら
、
武
鑑
の
元
狩
四
年
（
前
＝
九
）
に
実
施
さ
れ

　
　
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
あ
の
酷
吏
に
よ
る
仮
惜
な
き
諜
殺
な
ど
と
と
も
に
、
豪
族
勢
力
削
弱
の
一
環
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
そ
れ
故
、
論
争
は
塩
鉄
統
制
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
お
の
ず
か
ら
武
帝
の
政
策
全
般
へ
と
波
及
し
、
さ
ら
に
は
政
策
の
背
後
に
あ
る
イ

　
　
デ
オ
ロ
ギ
ツ
シ
ュ
な
も
の
、
現
実
政
治
を
支
え
る
指
導
原
理
に
ま
で
進
展
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
　
　
北
方
の
異
族
で
あ
る
旬
奴
へ
の
遠
征
、
そ
れ
は
測
る
べ
か
ら
ざ
る
深
淵
で
あ
り
、
物
的
人
的
資
源
を
ほ
と
ん
ど
無
限
に
呑
み
尽
く
さ
ず

19

@
に
は
お
か
な
い
。
そ
の
た
め
伺
再
戦
の
社
会
経
済
問
題
へ
の
転
化
は
さ
け
ら
れ
ず
、
国
家
財
政
を
枯
渇
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
人
罠
の
生

12
　
　
　
　
　
　
華
夷
観
念
の
変
容
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＝
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二
二
〇

㈱
活
の
困
窮
と
荒
肇
余
難
く
さ
苺
論
争
2
方
の
当
薯
で
あ
る
餐
●
文
豆
苓
百
姓
叢
と
し
て
中
外
野
ら
ざ

　
　
る
所
以
は
、
餐
　
飼
奴
に
在
り
し
（
『
塩
瀬
論
』
備
胡
f
以
下
篇
名
の
み
記
す
一
）
と
指
摘
し
、
熱
奴
戦
が
い
か
に
無
謀
な
侵
略
で
あ
り
、

　
　
か
つ
疲
弊
と
消
耗
以
外
の
何
物
で
も
な
い
所
以
を
論
ず
る
。

　
　
　
い
っ
た
い
何
故
に
莫
大
な
犠
牲
を
払
っ
て
ま
で
匂
奴
へ
の
攻
雛
を
敢
行
す
る
の
か
。
丞
相
・
御
史
に
よ
る
と
i
「
飼
奴
は
桀
需
で
あ

　
　
　
　
ま
し
い

　
　
り
、
檀
恣
ま
ま
に
塞
に
入
っ
て
、
中
国
を
犯
属
し
、
郡
県
を
殺
伐
」
（
提
議
）
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
金
吊
の
宝
を
あ
ま
た
贈
り
、
単
干

　
　
に
厚
く
聰
遣
し
、
「
無
下
の
詐
を
信
ず
る
」
（
性
向
．
結
和
）
が
ご
と
き
軟
弱
外
交
は
、
「
（
盗
賊
の
）
黙
踏
に
親
し
み
、
猛
虎
を
扶
け
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
に
等
し
い
。
野
卑
問
題
は
全
く
の
力
関
係
で
あ
り
、
「
征
薫
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
暴
害
　
息
ま
ず
」
（
諌
秦
）
。
そ
れ
で
武
帝
は
　
「
武
を
以
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ

　
　
折
る
幸
く
、
徳
を
以
て
懐
く
可
か
ら
ざ
る
」
を
さ
と
り
、
飼
奴
の
「
滋
い
よ
甚
だ
し
き
暴
挙
」
を
武
力
に
よ
っ
て
討
伐
す
る
挙
に
で
た
の

　
　
で
あ
る
と
い
う
（
結
和
）
。

　
　
　
飼
奴
問
題
が
こ
の
よ
う
な
認
識
に
立
つ
べ
き
も
の
な
ち
ぽ
、
征
戦
は
肯
定
さ
れ
、
伺
奴
麿
写
す
べ
し
の
強
硬
論
が
支
持
さ
れ
る
で
あ
ろ

　
　
う
。
確
か
に
漢
は
武
帝
の
と
き
武
力
に
よ
る
積
極
的
な
攻
勢
へ
と
、
飼
奴
対
策
を
大
き
く
転
換
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
高
祖
以
来
の
、
そ
れ

　
　
ま
で
の
和
親
策
は
い
か
に
も
屈
辱
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
高
祖
劉
邦
が
楚
の
項
羽
を
撃
滅
し
て
、
よ
う
や
く
中
原
の
統
一
を
果
た
し
た
こ
ろ
、
何
奴
の
冒
重
工
干
は
「
尽
く
北
夷
を
服
従
し
、
北

　
　
ア
ジ
ア
諸
族
を
征
服
し
て
」
（
『
史
記
』
匂
奴
伝
）
、
強
大
な
遊
牧
帝
国
「
伺
奴
」
の
建
設
を
な
し
と
げ
て
い
た
。
「
而
し
て
南
の
か
た
中
国

　
　
と
敵
国
た
り
」
（
『
史
記
』
飼
直
伝
）
、
漢
帝
国
と
対
立
し
、
そ
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
だ
け
で
は
な
い
。
二
食
は
攻
撃
の
矛
先
を
漢
に
向
け
、

　
　
四
十
万
騎
を
ひ
き
い
て
山
西
の
北
部
か
ら
長
城
を
越
え
て
太
原
に
迫
っ
た
。
蒔
に
前
二
〇
〇
（
漢
七
）
年
、
高
祖
は
み
ず
か
ら
三
十
二
万

　
　
の
歩
兵
を
ひ
き
い
て
迎
え
撃
っ
た
の
で
あ
る
が
、
罠
と
も
気
づ
か
ず
劣
弱
の
兵
を
追
っ
て
北
上
し
、
平
城
（
今
の
大
同
の
東
南
）
で
冒
頓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
つ
し
　
　
　
　
い
な
い

　
　
の
大
軍
に
囲
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
雪
の
中
で
飲
ま
ず
食
わ
ず
の
七
摂
の
後
、
冒
頓
の
墨
入
（
毒
中
）
に
賂
を
し
て
包
囲
の
一
角
を
解
い
て

　
　
も
ら
い
、
か
ろ
う
じ
て
逃
げ
帰
る
こ
と
が
で
き
た
（
『
史
記
』
髭
奴
伝
）
。
い
わ
ゆ
る
く
平
城
の
恥
V
で
あ
る
。



　
　
　
以
後
の
高
祖
は
旬
奴
と
は
ひ
た
す
ら
和
平
に
つ
と
め
、
王
室
の
娘
を
単
子
に
さ
し
だ
し
、
毎
年
多
く
の
絹
布
や
酒
米
・
食
物
な
ど
の
歳

　
　
幣
を
贈
り
、
「
約
し
て
兄
弟
と
為
り
、
以
て
継
親
す
」
、
飼
奴
が
兄
、
漢
が
弟
の
関
係
で
和
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
　
　
漢
の
弱
腰
に
乗
じ
た
出
好
は
、
漢
を
あ
な
ど
っ
て
、
和
議
が
成
立
し
て
か
ら
も
北
辺
に
し
ば
し
ぼ
侵
饗
し
、
い
よ
い
よ
驕
慢
と
な
り
、

　
　
高
祖
の
没
後
、
単
記
は
未
亡
人
の
呂
太
后
に
手
紙
を
送
っ
て
、
暴
言
を
は
い
た
。
「
あ
な
た
は
お
一
人
、
わ
た
し
も
ひ
と
り
老
、
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
つ
れ
づ
れ
の
身
、
願
わ
く
ぼ
、
有
る
所
を
以
て
、
其
の
無
き
所
に
易
え
ん
」
夫
婦
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
、
と
（
『
漢
書
』
何
奴
伝
）
。

　
　
激
怒
し
た
呂
太
后
は
使
者
を
斬
っ
て
、
勾
奴
を
討
つ
と
い
き
ま
い
た
。
諸
将
は
こ
れ
を
押
し
と
ど
め
て
言
っ
た
。
「
高
帝
の
賢
武
を
以
て

　
　
し
て
、
然
も
な
お
平
城
に
困
し
め
り
」
。
さ
す
が
の
呂
太
后
も
思
い
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
旬
奴
と
の
和
親
、
そ
の
屈
辱
的
な

　
　
関
係
に
た
え
る
よ
り
は
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
中
国
が
夷
秋
に
屈
従
す
る
と
い
う
、
こ
の
倒
錯
し
た
状
態
は
、
建
国
か
ら
六
、
七
十
年
し
て
中
央
集
権
体
制
が
固
ま
り
、
「
雄
材
大
略
」

　
　
と
称
さ
れ
る
武
帝
が
現
わ
れ
る
ま
で
続
い
た
。
す
で
に
大
智
を
討
伐
し
、
そ
の
勢
威
を
外
国
に
と
ど
ろ
か
せ
た
武
帝
は
、
さ
ら
に
慰
労
へ

　
　
の
鉄
槌
を
も
く
ろ
み
、
詔
を
下
し
て
言
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
は

　
　
　
　
高
皇
帝
は
朕
に
平
城
の
憂
を
遣
せ
り
。
空
誉
の
時
に
、
単
干
の
書
　
絶
だ
惇
逆
な
り
き
。
む
か
し
斉
の
裏
公
、
挙
世
の
離
を
復
し
、

　
　
　
　
春
秋
　
之
を
大
と
す
。
　
〈
『
史
記
』
飼
奴
伝
〉

　
　
高
祖
が
こ
う
む
っ
た
平
城
の
恥
、
単
干
が
呂
太
后
を
嘲
弄
し
た
手
紙
。
そ
の
屈
辱
は
華
夏
の
天
子
を
勾
奴
討
伐
に
か
り
た
て
る
「
九
世
の

　
　
雌
」
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
政
治
や
文
化
だ
け
で
な
く
、
財
政
や
軍
備
も
充
実
し
て
集
権
体
欄
の
確
立
し
た
漢
帝
国
、
君
臨
す
る
の
は
意
気
さ
か
ん
な
青
年
天
子
武

　
　
帝
。
飼
奴
と
の
関
係
を
積
極
的
な
武
力
行
動
に
で
ざ
る
を
得
な
い
情
況
と
判
断
し
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
し
か
し
甲
鉄
論
議
に
お
け
る
丞
相
・
御
史
の
討
伐
肯
定
論
は
、
お
の
れ
の
立
揚
を
擁
護
せ
ざ
る
を
え
な
い
必
要
性
の
所
産
で
あ
り
、
現

鋤
　
行
政
策
の
継
続
を
前
提
と
し
て
の
議
論
で
あ
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
手
量
戦
へ
の
懐
疑
的
な
見
解
に
左
差
す
る
な
ら
ぽ
、

1　
　
　
　
　
　
華
夷
観
念
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一
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轡
型
酒
の
専
売
、
均
輸
な
ど
一
連
の
現
行
増
収
策
は
、
そ
れ
ら
を
継
続
す
べ
き
最
大
の
理
由
の
一
つ
を
失
う
こ
と
と
な
る
。
だ
か
ら
丞

　
　
相
・
御
史
は
、
勾
奴
へ
の
進
攻
は
「
不
義
を
討
ち
、
不
仁
に
備
え
」
、
「
鬼
燈
を
除
き
、
百
姓
を
安
ん
ず
る
」
湯
武
の
師
で
あ
る
、
と
執
拗

　
　
に
正
当
づ
け
を
試
み
た
の
で
あ
ろ
う
（
地
広
．
備
胡
・
結
和
）
。

　
　
　
丞
相
・
御
史
の
見
解
が
現
行
政
策
を
擁
護
せ
ざ
る
を
え
な
い
立
場
の
所
産
で
あ
る
点
を
考
慮
に
い
れ
て
も
、
な
お
か
つ
目
立
つ
の
は
、

　
　
そ
の
権
力
意
識
で
あ
る
。
伺
奴
を
「
漢
家
の
巨
郡
に
当
た
ら
ず
、
六
国
の
用
・
賢
士
の
謀
あ
る
に
非
ず
」
（
論
功
）
と
、
こ
と
さ
ら
蔑
視
す

　
　
る
。
と
こ
ろ
が
、
か
つ
て
諸
侯
に
す
ぎ
な
い
燕
や
趙
で
す
ら
、
夷
秋
の
侵
憲
を
撃
退
し
た
の
に
、
い
ま
「
漢
国
の
大
、
士
民
の
力
」
を
も

　
　
っ
て
蛮
族
の
跳
梁
を
許
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
征
服
欲
を
刺
戟
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
「
況
ん
や
万
里
の
主
と
小
国
の
飼
奴
と
を
や
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か

　
　
れ
天
下
の
力
勤
を
以
て
せ
ぽ
、
何
ぞ
権
ら
ざ
る
。
天
下
の
士
民
を
以
て
せ
ば
、
何
ぞ
服
せ
ざ
る
」
（
結
和
）
。
ま
さ
に
秦
の
蒙
公
が
「
鷺
鳥

　
　
の
群
雀
を
追
う
」
が
ご
と
く
匂
奴
を
撃
走
さ
せ
た
と
同
様
に
、
「
強
漢
の
威
」
に
乗
じ
て
駆
逐
す
べ
き
で
あ
る
と
説
く
（
伐
功
・
論
勇
）
。

　
　
　
丞
相
・
御
史
の
見
解
に
め
だ
つ
、
も
う
一
つ
の
特
徴
は
カ
へ
の
過
信
で
あ
る
。
職
階
問
題
を
力
関
係
と
み
、
武
力
で
攻
撃
を
加
え
な
い

　
　
限
り
、
侵
略
を
阻
止
し
え
な
い
と
判
断
す
る
野
駆
・
御
史
に
と
っ
て
、
依
拠
し
う
る
の
は
強
大
な
武
力
の
み
で
あ
っ
た
。
必
要
な
の
は
権

　
　
力
で
あ
り
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
武
力
で
あ
っ
た
。

　
　
　
丞
相
・
御
史
に
と
っ
て
は
過
去
の
政
治
史
が
力
関
係
の
変
化
移
動
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
現
実
の
政
治
を
左
右
す
る
の
も
力
関
係
で

　
　
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
豪
族
難
題
－
刑
罰
権
力
に
よ
る
豪
族
の
族
滅
を
も
辞
さ
な
い
、
凶
暴
な
弾
圧
は
力
の
対
決
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
力
を
唯
一
原
理
と
あ
お
ぐ
丞
相
・
御
史
は
、
信
義
を
重
ん
ぜ
ず
、
徳
を
無
用
の
長
物
と
し
り
ぞ
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
し
ば

　
　
　
　
伺
奴
は
記
し
ば
和
親
す
る
も
、
出
れ
ど
も
常
に
先
ず
約
を
犯
し
、
貧
侵
盗
退
し
、
詐
謀
に
長
ず
る
の
国
な
り
。
反
復
し
て
信
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
と

　
　
　
　
百
た
び
約
し
て
百
た
び
叛
く
。
朱
象
の
移
ら
ず
、
商
均
の
化
せ
ざ
る
が
若
し
。
而
る
に
其
の
用
兵
の
備
を
信
じ
て
、
之
れ
に
親
し
む

　
　
　
　
に
徳
を
以
て
せ
ん
と
欲
す
、
亦
た
難
し
。
〈
和
親
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ろ

　
　
　
道
徳
や
信
義
は
そ
れ
ほ
ど
に
脆
く
、
そ
れ
ほ
ど
に
頼
り
に
な
ら
な
い
の
に
、
も
し
「
修
礼
長
文
」
を
政
治
の
指
針
と
す
る
な
ら
ば
、
周



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
で

　
　
朝
く
の
ご
と
「
国
は
嵩
高
で
、
自
ら
存
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
…
…
身
　
以
に
放
遷
せ
ら
れ
、
宗
廟
　
祀
を
絶
つ
」
（
訣
秦
）
に
至
る
で
あ
ろ

　
　
う
。

　
　
　
こ
れ
と
対
臆
的
な
の
は
秦
で
あ
る
。
徳
治
を
拒
否
し
、
道
義
に
一
顧
の
価
値
を
与
え
ず
、
強
大
な
支
配
体
制
を
確
立
し
、
武
力
に
よ
っ

　
　
て
四
圏
を
畏
服
せ
し
め
た
秦
、
一
こ
れ
こ
そ
称
賛
す
べ
き
で
あ
り
、
始
皇
の
力
に
よ
る
統
治
こ
そ
範
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
秦
は
、
既
に
天
下
を
併
わ
せ
、
東
の
か
た
油
水
を
絶
ち
、
並
び
に
朝
鮮
を
滅
ぼ
し
、
南
の
か
た
陸
梁
を
取
り
、
北
の
か
た
胡
秋
を
郁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
け
、
西
の
か
た
民
莞
を
略
し
、
帝
号
を
立
て
、
四
夷
を
朝
せ
し
め
、
舟
車
の
通
ず
る
所
、
足
跡
の
及
ぶ
所
、
畢
く
至
ら
ざ
る
靡
し
。

　
　
　
　
其
の
徳
に
服
す
る
に
非
ず
、
其
の
威
を
畏
る
る
な
り
。
力
多
け
れ
ば
則
ち
人
朝
し
、
力
駆
け
れ
ぽ
則
ち
人
に
朝
せ
ら
る
。
〈
諜
秦
〉

　
　
辺
境
の
騒
擾
は
力
関
係
で
あ
り
、
四
方
の
翌
秋
の
侵
冠
を
擁
ね
返
し
う
る
の
も
武
力
の
み
で
あ
っ
た
。
「
桀
賠
」
な
夷
秋
に
対
し
て
は
、

　
　
か
の
（
秦
の
）
蒙
公
が
「
鰹
鳥
の
群
雀
を
追
う
」
が
若
く
、
塗
筆
を
撃
塾
せ
し
め
た
と
同
様
に
、
「
強
漢
の
威
」
に
乗
じ
て
こ
れ
を
撃
滅

　
　
す
べ
き
で
あ
る
と
、
武
断
的
嬢
夷
主
義
を
説
く
（
伐
功
・
論
勇
）
。

　
　
　
賢
良
・
文
学
の
見
解
は
、
丞
相
・
御
史
と
は
対
瞭
的
で
、
夷
歌
は
道
徳
に
よ
っ
て
教
化
し
、
文
化
的
に
包
摂
す
べ
し
と
す
る
。
一
切
の

　
　
軍
備
は
無
用
で
あ
り
、
戦
争
は
無
道
と
し
て
斥
け
る
、
か
な
り
徹
底
し
た
平
和
論
老
で
あ
る
。
だ
が
、
い
か
な
る
性
質
の
外
征
を
も
否
定

　
　
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
壌
土
の
利
を
鴨
る
」
侵
略
は
許
さ
る
べ
く
も
な
い
が
、
「
民
の
患
を
救
い
」
人
民
の
生
活
の
安
定
と
平
和
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
と

　
　
の
、
破
邪
の
剣
は
や
む
を
得
ず
と
容
認
し
、
そ
の
例
と
し
て
湯
武
の
戦
を
あ
げ
る
。
「
旱
の
雨
を
望
む
が
若
き
」
民
の
要
望
に
よ
る
義
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か

　
　
に
は
、
民
は
「
箪
食
翅
翼
し
て
、
以
て
王
師
を
逆
う
」
る
で
あ
ろ
う
（
伐
功
）
。
だ
が
現
実
の
飼
三
重
は
、
民
の
意
向
に
反
す
る
ぽ
か
り
か
、

　
　
生
活
を
踏
み
に
じ
り
、
社
会
を
擾
乱
さ
せ
な
が
ら
、
独
善
的
に
強
行
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
第
一
、
辺
境
に
は
憂
う
べ
き
事
態
は
な
く
、
干
黄
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
も
な
い
（
憂
辺
）
。
「
事
を
好
む
の
臣
」
が
戦
乱
を

　
　
挑
発
す
る
以
前
に
は
、
「
飼
奴
は
和
親
を
結
び
、
諸
説
　
貢
を
穿
れ
、
即
ち
君
臣
竜
頭
梢
信
じ
、
胡
越
の
患
な
し
」
（
結
締
）
。
そ
の
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

23

@
　
「
上
は
求
め
る
こ
と
弾
く
し
て
購
り
易
く
、
民
は
安
楽
に
し
て
事
な
く
、
田
を
耕
し
て
食
ら
い
、
桑
麻
し
て
衣
、
家
に
数
年
の
畜
あ
り
、

12　
　
　
　
　
　
華
夷
観
念
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三
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四

県
官
は
貨
財
を
余
す
」
状
態
で
あ
っ
た
と
、
か
つ
て
の
平
和
を
賛
美
す
る
。

　
賢
良
・
文
学
が
一
武
帝
が
武
断
的
な
行
動
に
出
る
ま
で
は
「
飼
奴
は
和
親
を
結
び
、
諸
事
　
貢
を
凝
れ
、
即
ち
君
臣
外
内
相
信
じ
、

立
破
の
息
な
し
」
と
説
く
の
は
、
歴
史
的
な
経
過
と
事
実
の
認
識
が
甘
き
に
す
ぎ
る
。
し
か
し
辺
境
は
軍
事
力
を
行
使
し
な
け
れ
ぽ
な
ら

な
い
よ
う
な
、
憂
う
べ
き
状
況
で
は
な
い
と
の
主
張
は
、
こ
の
時
点
で
は
事
実
に
近
い
。
塩
鉄
会
議
、
す
な
わ
ち
昭
帝
の
淫
心
六
年
の
当

時
は
、
武
帝
即
位
の
初
め
に
比
べ
る
と
、
客
観
情
勢
が
す
こ
ぶ
る
変
わ
っ
て
い
る
。
武
帝
の
時
代
、
と
り
わ
け
元
朔
（
前
一
二
八
一
＝
一

三
）
・
元
狩
（
前
＝
一
二
一
一
一
七
）
年
間
に
、
将
軍
の
衛
青
や
震
去
病
が
十
数
回
に
わ
た
っ
て
甲
奴
に
侵
攻
し
手
痛
い
打
撃
を
与
え
て
お

り
、
そ
れ
に
飼
奴
じ
た
い
が
冒
頓
・
老
上
・
重
臣
（
前
述
〇
九
一
＝
一
六
）
の
三
単
干
で
最
盛
期
を
す
ぎ
て
、
す
で
に
衰
亡
期
に
さ
し
か
か

り
、
内
部
的
不
和
や
分
裂
が
あ
っ
て
、
元
狩
二
年
（
前
ご
＝
）
、
渾
邪
王
の
投
降
を
は
じ
め
と
し
て
、
何
奴
の
諸
王
が
た
び
た
び
漢
に
亡

命
あ
る
い
は
帰
服
し
て
き
て
お
り
、
北
辺
の
憂
は
ほ
と
ん
ど
解
消
さ
れ
て
い
た
、
と
い
っ
て
よ
い
状
況
に
あ
っ
た
。
し
か
し
丞
相
・
御
史

は
こ
の
事
実
を
死
角
に
没
し
て
見
よ
う
と
し
な
い
。

　
賢
良
・
文
学
は
、
ま
た
塞
外
の
地
は
経
済
的
に
と
る
に
足
り
な
い
と
す
る
。
「
不
二
の
地
、
不
羅
の
遣
し
に
対
し
て
「
聖
王
は
兵
を
加

え
ず
、
力
を
事
と
し
な
い
」
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
百
姓
を
煩
わ
し
中
国
を
労
す
る
に
足
り
な
い
」
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
い
ま
肥
沃
な
中
国
を
捨
て
て
、
「
不
毛
寒
苦
の
地
」
に
侵
出
し
て
も
、
経
済
的
に
な
ん
の
収
獲
も
期
待
で
き
な
い
（
論
功
・

軽
重
）
。
か
え
っ
て
中
国
が
荒
廃
し
、
「
地
広
く
し
て
耕
さ
ず
、
種
多
く
し
て
参
せ
ず
、
力
を
費
し
て
功
な
く
、
詩
に
云
う
、
無
田
甫
田
、

維
募
驕
驕
」
（
地
広
）
の
こ
う
は
い
を
招
い
た
と
憤
激
す
る
。

　
賢
良
・
文
学
は
第
三
に
、
戦
争
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
内
政
の
腐
敗
を
つ
く
。
「
そ
れ
軍
を
外
に
用
い
、
政
、
内
に
敗
る
」
（
備
胡
）
。

生
活
の
破
綻
か
ら
「
年
鑑
　
繭
生
し
、
盗
賊
　
並
び
起
こ
る
」
は
、
避
け
ら
れ
な
い
戦
争
の
必
然
悪
だ
と
喝
破
す
る
。
遠
征
に
原
因
す
る

人
心
の
怨
嵯
、
生
活
の
破
綻
、
社
会
の
騒
擾
が
事
実
で
あ
り
、
賢
良
・
文
学
は
閻
里
の
窮
状
を
目
撃
し
て
い
る
だ
け
に
、
人
民
の
生
活
と

社
会
の
治
安
問
題
の
観
点
か
ら
す
る
討
伐
反
対
論
は
傾
聴
に
値
す
る
。



　
　
　
賢
良
・
文
字
が
郷
党
の
窮
状
や
人
民
の
憤
悶
を
坐
視
す
る
に
忍
び
な
い
以
上
、
消
耗
と
罪
悪
の
鶴
奴
等
を
批
判
す
る
の
は
当
然
で
あ
ろ

　
　
う
。
し
か
ら
ば
、
い
っ
た
い
賢
良
・
文
学
は
辺
境
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
の
か
。
彼
ら
は
や
は
り
伝
統
的
な
徳

　
　
治
主
義
者
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
た

　
　
　
　
之
に
加
う
る
に
徳
を
以
て
し
、
之
に
施
す
に
恵
を
以
て
す
れ
ば
、
北
鮮
は
必
ず
内
に
向
か
い
、
塞
を
款
い
て
自
ら
至
ら
ん
。
然
る
後

　
　
　
　
に
以
て
外
臣
と
為
す
。
〈
憂
辺
〉

　
　
も
し
漢
と
糊
奴
と
の
関
係
に
、
力
の
論
理
を
無
視
し
え
な
い
実
体
が
あ
る
な
ら
ぽ
、
こ
の
和
親
策
は
処
士
の
迂
遠
と
そ
し
ら
れ
よ
う
。
だ

　
　
が
賢
良
・
文
学
の
「
仁
義
を
崇
ぶ
に
非
ざ
れ
ば
、
以
て
民
を
化
す
る
な
し
」
（
軽
重
）
の
信
条
は
変
わ
ら
な
い
。
い
に
し
え
君
子
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
か

　
　
　
　
「
仁
を
立
て
義
を
修
め
、
以
て
其
の
民
を
緩
ん
」
じ
た
。
そ
れ
ゆ
え
「
逓
き
老
は
善
を
習
い
、
遠
き
者
は
之
に
撃
っ
た
」
、
そ
れ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
す

　
　
　
　
魯
に
仕
え
た
孔
子
は
、
初
め
の
三
月
で
斉
を
平
ら
ぎ
、
後
の
三
月
で
鄭
を
平
ら
ぎ
、
「
徳
を
以
て
近
き
を
安
ん
じ
遠
き
を
緩
ん
ぜ
ん

　
　
　
　
と
務
め
た
」
。
そ
の
結
果
、
「
魯
に
敵
国
の
難
、
鄭
境
の
患
は
無
く
、
愚
臣
は
節
を
変
じ
て
忠
順
」
と
な
っ
た
。
季
母
子
が
「
そ
の
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し

　
　
　
　
城
を
詳
し
、
大
国
が
義
を
畏
れ
て
好
み
を
合
し
、
斉
人
は
来
り
て
言
葉
亀
陰
の
田
を
帰
し
た
」
。
こ
の
よ
う
に
政
を
為
す
に
徳
を
以

　
　
　
　
て
す
れ
ぽ
、
独
り
害
を
辟
け
て
衝
を
折
る
の
み
に
非
ざ
る
な
り
、
欲
す
る
と
こ
ろ
求
め
ず
し
て
自
ら
得
し
〈
備
胡
〉
。

　
　
道
徳
仁
義
に
よ
る
政
教
が
宜
し
き
を
う
る
な
ら
ば
「
欲
す
る
と
こ
ろ
求
め
ず
し
て
自
ら
得
」
、
蛮
豹
の
邦
と
い
え
ど
も
、
必
ず
や
「
塞
を

　
　
款
い
て
自
ら
至
る
」
も
の
で
あ
る
（
憂
辺
・
崇
礼
）
と
、
楽
観
的
な
期
待
可
能
性
に
か
た
む
く
。

　
　
　
だ
が
道
徳
仁
義
に
よ
る
政
治
は
、
賢
人
君
子
を
得
て
始
め
て
可
能
で
あ
り
、
十
分
な
実
現
を
期
待
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
教
化
と
か
感

　
　
化
と
い
っ
た
人
格
的
要
素
を
媒
介
と
す
る
た
め
に
、
と
く
に
君
子
の
抜
擢
、
賢
人
の
登
用
に
は
深
甚
の
考
慮
が
払
わ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

　
　
い
。
賢
良
・
文
学
の
道
徳
仁
義
の
強
調
が
、
賢
者
を
重
く
任
用
す
べ
し
の
要
求
と
、
並
行
的
に
な
さ
れ
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
「
賢
者
の
在

　
　
る
と
こ
ろ
は
国
重
く
、
去
る
所
は
国
軽
き
」
が
故
に
、
「
聖
王
は
賢
を
以
て
宝
と
為
す
」
（
崇
礼
）
。
こ
の
こ
と
は
『
春
秋
』
に
も
「
山
に
虎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
な

25

@
豹
あ
れ
ば
、
苗
穂
之
が
為
に
採
ら
れ
ず
。
国
に
賢
士
あ
れ
ば
、
辺
境
之
が
為
に
害
わ
れ
ず
」
（
崇
重
）
と
見
え
る
。
子
玉
．
得
臣
さ
、
兄
繁
文

12　
　
　
　
　
　
華
夷
観
念
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
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折
口
滋
ず
研
究
　

第
五
百
五
十
口
万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
六

公
を
「
側
席
」
さ
せ
、
宮
之
奇
さ
え
晋
献
公
を
「
不
嫌
」
に
し
た
と
い
う
（
崇
礼
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く

　
　
誠
に
行
義
を
以
て
阻
と
為
し
、
道
徳
を
塞
と
為
し
、
賢
人
を
兵
と
為
し
、
聖
人
を
守
と
為
さ
ば
、
則
ち
能
く
入
る
な
し
。
此
の
如
く

　
　
ん
ぽ
、
則
ち
中
国
に
狗
吠
の
警
な
く
、
而
し
て
辺
境
に
鹿
骸
狼
顧
の
憂
な
し
。
〈
険
固
V

中
国
だ
け
で
な
く
、
辺
境
に
も
「
鹿
骸
狼
顧
の
憂
」
が
な
い
な
ら
ぽ
、
　
一
切
の
武
力
行
動
は
不
要
で
あ
り
、
将
兵
も
軍
備
も
無
用
の
長
物

と
な
ろ
う
。
「
険
を
阻
む
は
義
を
阻
む
に
如
か
ず
」
（
蝦
固
）
。
築
か
れ
た
城
郭
は
必
ず
陥
落
し
、
作
ら
れ
た
溝
墨
は
必
ず
決
潰
す
る
。
「
地

利
は
人
和
に
如
か
ず
、
武
力
は
文
徳
に
如
か
ず
」
（
険
固
）
。
天
然
の
薄
陽
に
囲
ま
れ
、
自
然
の
要
害
を
控
え
、
百
万
の
精
兵
を
擁
す
る
国

家
も
、
武
力
に
依
拠
す
る
か
ぎ
り
、
い
ま
だ
敗
亡
し
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
「
道
徳
を
以
て
城
と
為
し
、
仁
義
を
以
て
郭
と
為

さ
ぼ
、
之
を
敢
て
潜
む
る
な
く
、
之
に
敢
て
入
る
な
し
。
文
選
是
れ
な
り
。
道
徳
を
以
て
軸
と
為
し
、
仁
義
を
以
て
剣
と
為
さ
ぼ
、
之
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
せ

敢
て
当
た
る
莫
く
、
之
を
敢
て
御
ぐ
莫
し
。
湯
武
是
れ
な
り
」
（
論
勇
）
。
丞
相
・
御
史
が
金
城
鉄
壁
の
軍
備
を
一
時
も
欠
く
こ
と
が
で
き

な
い
所
以
を
力
説
し
、
内
政
も
国
際
政
治
も
物
理
的
力
関
係
で
と
ら
え
、
武
力
だ
け
に
至
上
の
信
頼
を
寄
せ
る
の
と
対
照
的
に
、
賢
良
・

文
学
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
す

　
　
詩
に
云
う
、
「
此
の
中
国
を
恵
み
、
以
て
四
方
を
緩
ん
ず
」
と
。
故
に
彼
の
氏
発
よ
り
、
敢
て
来
毒
せ
ざ
る
な
し
。
其
の
威
を
畏
る

　
　
る
に
非
ず
、
其
の
徳
を
畏
る
る
な
り
。
〈
論
勇
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

と
主
張
す
る
。
賢
良
・
文
学
に
よ
る
と
、
治
国
の
道
は
「
中
よ
り
外
に
及
び
」
、
「
近
き
由
り
遠
き
に
及
ぶ
し
も
の
で
あ
り
（
刑
徳
・
藍
玉
）
、

つ
い
に

　
　
　
　
　
ひ

　
　
徳
行
　
延
い
て
方
外
に
及
び
、
舟
車
の
藻
る
所
、
足
跡
の
及
ぶ
所
、
沢
を
被
ら
ざ
る
嘉
し
。
蛮
須
異
国
も
、
訳
を
重
ね
て
自
ら
至
る
。

　
　
　
　
　
　
あ
た

　
　
此
の
時
に
方
り
、
天
下
和
同
し
、
君
臣
　
徳
を
一
に
し
、
構
内
　
相
信
じ
、
上
下
輯
睦
す
。
〈
世
務
〉

こ
の
よ
う
な
道
徳
的
世
界
国
家
が
自
然
に
実
現
す
る
と
い
う
。



×
　
　
×
　
　
X
　
　
X
　
　
×
　
　
×
　
　
×

　
　
　
塩
鉄
論
議
に
お
い
て
御
史
は
武
力
に
よ
る
討
伐
を
強
調
し
、
文
学
は
仁
徳
に
よ
る
和
親
な
い
し
懐
柔
を
主
張
す
る
。
対
立
は
鋭
く
、
論

　
　
旨
も
鮮
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
主
張
に
も
勧
戒
主
義
は
見
あ
た
ら
な
い
。
仁
徳
に
よ
る
和
親
を
「
受
容
の
論
理
」
と
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
…

　
　
と
み
な
し
う
る
な
ら
ぽ
、
御
史
の
討
伐
論
は
「
撰
夷
白
し
に
ほ
か
な
ら
ず
、
『
公
羊
伝
』
の
華
夷
観
念
を
構
成
す
る
三
要
因
の
う
ち
の
、

　
　
二
つ
で
あ
り
、
勧
戒
主
義
が
欠
落
し
て
い
る
。

　
　
　
し
か
し
勧
戒
主
義
の
欠
落
は
塩
鱒
会
議
に
限
ら
な
い
。
誌
代
の
華
夷
論
の
ほ
と
ん
ど
が
政
治
的
な
視
点
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て
、
倫
理
に

　
　
言
及
し
な
い
。
『
漢
書
』
旬
奴
伝
に
お
い
て
、
班
固
は
最
初
か
ら
の
対
勾
奴
問
題
を
通
観
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

　
　
　
　
高
祖
の
時
は
則
ち
畏
敬
、
呂
后
の
時
は
面
喰
・
季
布
、
孝
文
の
時
は
質
誼
・
朝
毎
、
孝
武
の
時
は
王
恢
・
韓
安
国
・
朱
買
臣
・
公
孫

　
　
　
　
弘
・
董
仲
鍔
、
人
見
る
所
を
持
し
、
各
お
の
同
異
有
り
、
然
れ
ど
も
其
の
要
を
総
べ
ぽ
、
両
科
に
帰
す
る
の
み
。

　
　
と
要
約
し
て
い
る
。
論
議
は
和
親
か
征
伐
か
で
あ
り
華
夷
観
念
が
和
親
か
征
伐
か
の
政
治
論
に
お
お
わ
れ
て
、
倫
理
を
没
却
す
る
の
は
堕

　
　
落
と
く
さ
さ
れ
て
も
し
か
た
あ
る
ま
い
。
倫
理
を
没
し
て
政
治
論
に
終
始
す
る
こ
と
に
、
豊
代
に
は
す
で
に
不
審
が
持
た
れ
な
か
っ
た
の

　
　
で
あ
ろ
う
が
、
班
固
は
『
漢
書
』
飼
奴
伝
の
賛
を
次
の
よ
う
な
み
ず
か
ら
の
対
夷
重
富
を
記
し
て
、
し
め
く
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
か

　
　
　
　
〔
養
魚
は
〕
外
に
し
て
内
れ
ず
、
疎
じ
て
戚
づ
け
ず
、
政
教
は
其
の
人
に
及
ば
ず
、
正
朔
は
其
の
国
に
加
え
ず
、
来
れ
ば
則
ち
懲
し

　
　
　
　
て
之
を
御
し
、
去
れ
ば
則
ち
備
え
て
之
を
守
る
。
其
の
義
を
慕
い
て
貢
献
す
れ
ば
、
則
ち
之
に
接
す
る
に
礼
譲
を
以
て
し
、
」
羅
干
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
こ

　
　
　
　
て
絶
た
ず
、
曲
げ
て
彼
に
在
ら
使
む
。
蓋
し
聖
王
、
蛮
夷
を
綱
御
す
る
の
常
道
な
り
。
〈
『
漢
書
』
旬
蚊
伝
〉

　
　
夷
歌
と
は
深
い
交
渉
を
持
つ
の
を
避
け
て
、
来
冠
す
れ
ぽ
討
ち
て
斥
け
、
慕
化
朝
貢
す
れ
ぽ
包
容
す
る
。
こ
れ
が
最
も
賢
明
な
や
り
か
た
、

　
　
「
聖
王
の
常
道
」
だ
と
述
べ
て
は
ぽ
か
ら
な
い
。
「
聖
王
の
常
道
」
さ
え
も
「
翼
端
」
拒
絶
か
、
「
受
容
」
和
親
か
の
二
つ
の
選
択
肢
し
か

脚
も
た
ず
「
製
」
を
没
し
て
い
る
。

1　
　
　
　
　
　
華
夷
観
念
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ご
七
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哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
号

二
二
八

夷
秋
観
念
に
、
「
勧
戒
」
と
い
っ
た
倫
理
的
要
素
が
あ
っ
た
の
は
戦
国
末
ま
で
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

尊
霊
に
な
る
と
、
政
治
は
倫
理
的
要
素
を
し
だ
い
に
稀
薄
に
し
て
ゆ
く
。
華
夷
観
念
が
勧
戒
主
義
を
失
っ
て
、

か
の
、
政
治
論
に
堕
し
て
し
ま
う
の
も
、
免
れ
な
い
趨
勢
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

漢
以
後
、
華
夷
観
念
は
複
雑
に
な
り
ち
密
な
論
理
を
多
角
的
に
展
開
す
る
。

も
つ
ぼ
ら
嬢
夷
か
受
容

　
注（
1
）
　
経
学
史
の
通
説
に
よ
る
と
、
『
公
羊
学
』
は
子
夏
の
門
人
の
公
羊
高
の
作
と
さ
れ
る
。
通
説
の
系
譜
は
に
わ
か
に
信
じ
が
た
い
と
し
て
も
、
伝

　
承
は
古
く
、
長
い
口
伝
の
間
に
、
重
弁
が
累
層
的
に
形
成
さ
れ
、
伝
文
が
し
だ
い
に
附
加
さ
れ
た
。
そ
し
て
書
物
と
し
て
最
終
的
な
整
理
の
手
が
加

　
え
ら
れ
た
の
は
、
漢
の
文
・
景
帝
の
交
で
あ
る
が
、
主
要
な
部
分
は
戦
国
期
の
論
議
や
説
話
の
集
成
と
見
て
大
過
な
か
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

（
2
）
　
『
公
羊
伝
』
の
荘
公
一
〇
年
に
、
「
州
は
国
に
若
か
ず
、
国
は
氏
に
若
か
ず
、
氏
は
人
に
若
か
ず
、
人
は
名
に
若
か
ず
、
名
は
字
に
若
か
ず
、
字

　
は
子
に
若
か
ず
」
と
上
例
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
子
一
字
一
名
－
人
一
氏
i
国
－
州
と
い
う
序
列
の
最
下
位
に
位
置
す
る
の
が
、
州

　
名
に
よ
る
呼
称
で
あ
り
、
楚
を
「
荊
」
と
記
録
す
る
の
は
、
も
っ
と
も
蔑
視
し
た
冷
遇
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
老
　
ひ
は
ら
・
と
し
く
に
　
元
京
都
大
学
文
学
部
〔
中
国
哲
学
史
〕
教
授
）

〔
附
記
〕
　
筆
者
は
、
本
稿
の
草
稿
を
携
へ
て
入
院
さ
れ
た
。
御
病
床
に
お
い
て
な
ほ
完
成
を
期
し
、
渾
身
の
努
力
を
ふ
る
は
れ
た
が
、
半
ば
に
し
て
逝

　
か
れ
た
。
　
〔
六
一
八
頁
参
看
〕
従
っ
て
本
稿
は
筆
者
の
御
絶
筆
で
あ
る
。
未
定
稿
は
御
遣
族
の
了
解
を
得
て
、
池
田
秀
三
助
教
授
が
整
理
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
輯
者
）
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is　taken　up　for亡he　subject　of　d三scussion，｝n　his　5Zo加吻r漉々¢，　Kum盃rila

（ca。600－650　A．　D．）fu11y　deve！ops　the　idea　set　forth　in　th圭s　port圭on　of

　　　　　　　　ノ
MS　and　SBh，　and　expouhds　the　v三ews　that　bhdvandi　is　the　mean玉豆g　of　a

sentence，　and　that　the　meaning　of　a　sentence　is　formed　by　the　co豆struction

of　the　meani丑gs　expressed　by　the　component　words（σ莇痂≠励vabla）、　The

author　of　this　paper呈ntends　to　make　a　detai隻ed　examination　of　Kum互rila’s

theory　of　bhdivand　and　that　of　abhihitdinvaya　in　the　main　ar£icle　which　w呈11

appear　later．

　　　　　　　　　Transformation　of　Thought　about　Chinese－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Barbarians　Relations

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　Toshikuni　Hihara

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Professor　of　History　of　Chinese

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Philosophy，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Faculty　of　Letters，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kyoto　University

　　Hztα一i－lu7z華夷論（arguments　on　relations　between　Chinese　and　Bar．

barians）　has　been　brought　to　its　first　theoretical　completion　in　Ch‘un－

ch‘iu・kung一ツang－chzean春秋公羊伝．　As　the　basis　of　the　argument，　Ch‘ttn－

ch‘iu－ku・ng－orang－chuan　distinguishes　between　Chinese　from　Barbarians　not

by　the　difference　of　races，　but　by　the　fact　whether　they　are　civilized　or

not．　Hua－i－lun　mentioned　in　this　book　has　following　three　important

圭deas，

　　　1　idea　of　reception；　Barbarians　are　received　as　members　of　Chinese

　　　　　when　they　have　once　civilized

　　　2　ldea　of　encouragement　of　goodness　and　punishment　for　wrongness；

　　　　　even　the　members　of　Chinese，　if　they　act　against　mora｝ity，　they

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10



　　　　　　lose　their　position　as　Chi4ese　and　degrade　to　Barbarians

　　　3　vehemency　of　the　exc｝usion　of　Barbarians；　Chlnese　must　guard　their

　　　　　　civnizatio豆dec三sively　by　fo■ce　whenever　Barbar三ans三nvade　to　destroy

　　　　　　it

　　Among　these　three　ideas，　the　second　one　is　peculiar　to　Ch‘un－ch‘iu－

kung－orang－chuan．　lndicating　to　the　members　of　Chinese，　who　in　actuality

did　various　immoral　acts，　the　possibility　of　degrading　to　Barbarians，　Ch‘

un－ch‘in－kung－yang－chuan　appealed　to　them　for　improving　their　morality．

　　Later　in　Han漢period，　hz‘α一i－lun　came　into　question　at　the　Conference

of　Salt　and　lron　where　they　discussed　the　propriety　of　monopo！y　of　salt

and　iron　that　had　been　enforced　in　order　to　supply　armaments　expenditures

for　battles　against　Barbarians．　How　hzta－i－lun　was　discussed　at　this　confe－

rence　is　seen　in　Yen．t‘ieh．lz‘π塩鉄論（Discourses　on　Salt　and王ron）which

is　equivalent　to　the　proceedings．　According　to　it，　those　who　supported

monopo1y　asserted　to　subjugate　Barbarians　by　force，　while　those　who　opposed

asserted　to　subjugate　them　by　enlightenment　whith　morality．

　　Comparing　with　Clz‘un－ch‘ier－kung－oran．a－chuan，　it　mttst　be　noted　that

Yen一漉ん．伽z　lacks‘‘the　idea　of　ellcouragement　of　goodness　and　pun玉shment

for　wrongness”．　ln　other　words，　when　they　consider　relations　between

Chinese　and　Barbarians，　they　give　precedence　to　political　matters　that　urge

them　to　subjugate　Barbarians　either　by　force　or　by　enlightenrnent，　and

take　no　account　of　eth玉cal　aspect　that圭s　esteemed　ill　Ch‘観．ch‘伽．ん観g．

orang－chuan．　This　deficieney　of　ethical　consideration　is　not　seen　Yen－t‘ieh－

lun　a！one，　it　is　the　characteristic　of　hua－i－lun　in　Hlan　period．　Here　we　can

see　an　evidence　that　in　Han　period　politics　came　to　lose　its　morality．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（summarized　by　Shuzo　lkeda）
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